
4. 水質汚濁 

58



59

【工事区域の区分け】資料4-1



60



61



62



63



64



65



【仮設沈砂池の適切な規模設定】 

  仮設沈砂池の設置図面 
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資料4-2



【仮設沈砂池と仮設水路の写真】 

      手前の窪地が仮設沈砂池と奥の溝が仮設水路の写真 

    仮設沈砂池と仮設水路の写真（工事区域入口から西方向） 
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         仮設水路の掘削写真（工事区域南側斜面） 

仮設水路を掘削する写真（工事区域南側斜面） 
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【仮設沈砂池の点検・管理】　　資料4-3



                                      資料 4-4 

【放流水質のモニタリング】 

濁水の流出を常時監視するために補正評価書では常時モニタリングカメラを設置し、

濁水の調査を行うことになっている。常時モニターは管理等に設置した監視カメラで

行った。 

常時モニターにおいては、濁水を感知した場合に現場担当者が向って確認し、工事

現場から濁水等が流れた異常を感知した場合には工事を止めて原因究明することにな

っている。今現在まで異常を感知したことはない。 

濁水の監視は、建設現地で簡易濁度計（堀場製作所製マルチ水質チェッカーU-52）を

使って濁水の流出をモニターすることにした。常時測定している濁度計を使った濁度

調査結果（工事を開始した平成 28年 7月から平成29年 8月までの毎日）を後にまとめ

た。なお、濁度計の入れ替え時、濁度計の故障時、担当者不在時、夏期休業時、冬期

休業時、日曜については測定を行えなかったために欠測となった。また、台風等によ

る河川の増水時、降雪時にも検体が採取できず欠測となった。 

工事を開始した平成28年 7月から平成29年8月までの毎日（機器の故障での欠損、

降雨による欠損、休日を除く）現地において濁度計（堀場製作所製マルチ水質チェッ

カーU-52）を使い現地周辺 3地点｛西1（A沢下流部排水放流口予定地）、西 2（A沢

と笹子川合流地）、東（東側雨水放流口下流の笹子川）｝の濁度を測定して、濁水の

状況を確認した。

以下に現地調査結果のまとめを示す。 

平成 28 年 7月～平成 29 年 8月までの現地濁度測定まとめ（濁度、測定単位：NTU） 

現地調査地点          最大値    最小値    平均値 

現地西 1（A沢下流部排水放流口予定地）    28.1          0.00          1.14 

現地西 2（A沢と笹子川合流地）            41.8          0.00          1.23 

現地東（東側雨水放流口下流の笹子川）     36.2          0.00          1.28 

笹子川への濁水の流入状況について濁度計を使ってモニターした結果の評価は、濁

度と浮遊物質量の相関の結果、SS と濁度の相関係数は、R=0.835 の相関関係があった。

濁度 17.0 度を超えれば河川環境基準 A類型浮遊物質の基準 25mg/ を超過する結果で

あった。平成 28年 6 月 21 日東（東側雨水放流口下流の笹子川 36.2NTU）、西 1（A沢

下流部排水放流口予定地 28.1NTU）、西 2（A沢と笹子川合流 41.8NTU）を除いて環境

基準を超過する水は流れていなかった。環境基準を超過している平成 29年 6 月 21 日

東、西 1西 2に関しては、工事現場で濁水の確認をしたところ流出は確認できず、工

事作業所からの直接の雨水の影響ではなく、周辺流域からの降雨による濁水が河川に

流れていたことにより高い数値になった。工事作業所内に降った雨は仮設沈砂池を設

けているために貯留されて処理されて、濁水は流れないようになっている。したがっ

て、今回の濁水に対する対策は、特に行わなかった。 
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【監視カメラの写真】 

     工事区域に渡る橋の設置した監視カメラの写真 

     現場事務所に設置した監視カメラの写真 

監視カメラの設置

現場事務所２階
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    橋に取り付けた監視カメラの画像写真（笹子川下流東方向） 

 現場事務所に設置した監視カメラの画像写真（工事区域と笹子川の映像） 
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